
家島群島矢野島の員
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家島群島の中の一つ矢野島の生物調ftがあり、私も諸 !  20 キリオレ
先生のお伴をして烏に渡ったη 天気には恵まれたけれど 21 キクススメ
10月28日の水は冷たいいそれで生貝の採集は最少限度に !  22 クルスガイ
して、もっぱら打ちとげH の採集を行った斗僅か 211刊¥] I  23 ハブ Y メタ
余りであったが、 70種を拾うことカ1できたっ微小貝を探 I  24. ' ヤコボラ
す余裕もなく、採集は実に表面的であり、村ー撲であった I  25 カゴメガイ
と1'1身で認めてし、る次第で申しわけなレ。 I 26 レイシガイ
今後機会を得て、時季を変え、時間を力、けて詳細に調 27 クリアレイシ

斉をしたら、相当多種類が得られると思う。そ L て矢野 27 イボニシ
ら近海は瀬戸内海での貝の多産地とし、L 、得るであろう。 29 ムギカイ
| 停康貝類の凋有はできなかったけれど、あの森林相カ通 3rJ オカイ
らみると、これまた相当の種類が得られると忠う。ミの i  31. テン 7 ニシ
向でセトウチマイマイ、家占本島で、セトウチマイマイ、 I  32. ヒメムシロ
オナジマイマイ、ナミギセノレを採集した I 33. クロスンムシロ
矢野山は岸本氏個人の所有で誰でもが勝手に渡ること I  34. ヒロオビヨウパイ

は許されなし、であろうし、船便も勿論なし、 c ニう Lた島 I  35 ハナムシロ
に、多大の犠牲を払って私共の研究の場をお与え下さっ
た氏と、願っても得られなし、機会を特に得させて下さっ
た室井先牛に厚く御礼を申し上げます。

矢野島産貝類

腹足綱
1. ヨメカカサ( ヨメカサラ) ったのは利
2. " ' ツパガイ ( ウシノツメ "
3  ウノアシ( モ i シガイ) ゆきのかさ宇1
4.. ヒメコザラ "  
5. アオカイ "  
6 チクサ 7) イ にしきうず利
7  インダタ
8  つ-/f.J カカンカラ
9  サザエ
10 スカイ
11. アマブfイ
12 タマキビ
13 コマツポ
14. スj ウ不リチョウンガイ
15 クビ空テヘヒ力イ
16 オオヘビカイ
17 ウ: ニナ
18 カヤノ、カニモリ
19 コオロギカイ
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36 ムシロガイ
37 アラレカイ

I  38 ヒゼンツクシ
39 コンコウボラ
40 つロモカイ
4.1  モ: シボラ
42 オノ、グロシヤジク
4.3  ヂャイログチキレ
44. ヨコイトカケキリ
45 カラマツカイ
46 セトウチマイマイ( 陛貯)
斧足綱
47 コベルトフ干カイ
48 ミエ力イ
49 アスマニゾキ
50 チリボタン
51 イタオ、カキ
52 カキ( " ' -)i'キ、ナガガキ)
53 イワブJキ
54 ケ力キ
;);) ナ f マブ) / り

56 ヒノ: リカイ
57 ムラサキイカイ
58 クチへニデ
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矢箆島の自然植生概要I  
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チチ 1 ザ『
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l、""ヒサカキ+

ネスミモ.
チ( 芽) 丁

カクレミノ』
( 芽生) 丁

オオヤブコ 4

ウジ ム タフ( 芽) 十

トベラ
( 芽生)
5まきっき植物
ムベ( 高木屑)
コイケマ( 低木屑)
アオツツラフジ( 低木附)
ヤタケの低木林
オオアレチノグ夕、 ヒメムカシヨモギ、 ケナシ
ヒメムカゾヨモギなどを主休とした雑草群議 C の
布地より D の方が常義であると考えられろ。

E  l'l司君民j也
F  砂浜、 iIi]:iJi、純物i!i，:(f:
H  矢箆島の土壌
本 11;11の大半を市めるタフ、一寸τゾノ、カナワラビ群落の

地点のニlて疑問i)(riは次のようである
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ウハメカシ林
ウハメ J} シ、ヤフツノ: キ、マルノ: ; . ;、才、ス i モ
トベラ、クサスギカヅラなとよりなる海浜群落

タフーホゾパカナワラビ群五年
本J誌の主要な舶' t ーで、林そのものは若し、ヵ、タフの

蔚芽の成長ぶりよりみて、タフーホソパカナワラビ
群落の極相林になることはた L カ} である。ヤダケが
栽情されて来たと L 、う歴史をもっているために、な
お F生えにヤタケがかなり繁茂してレるが、タブの
成長によって早晩衰退 L てL 、くと考えられる。
その一部の群落組日比は次のようであるご
s高木屑 ca. 6  m  被度9 5 %
タフ 5  ヤフニッケイ
ヤ f ソパキ 1  
5低木屑 ca. 2  m  
-'[夕、ケ 4
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「三器調)A層
川川川山!s，屠
品 μ 品古副IB，層

ρ主二之，;':11 記司C舟

J也質は古斗ー屑の堆積岩( 頁岩) 系であるので、風化土
は微粒子よりなる。 s l層を|徐L、てカ hなり酸性を示←。
ーの堆積岩風化士のために、県内によくみられるシ

イ林がよくタブを主体とした森林の存在を許してし! る
と考えられるυ したがって航樹に際しては充分この点
を考慮するらニと泊、必要あるで
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f 槌物の吸7，03i.，収根多し
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落葉、枯枝

暗灰色
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